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シ
ビ
ル
サ
イ
ト
(
福
岡
市
)
が
ヤ

マ
イ
チ
テ
ク
ノ
(
大
阪
市
)
の
協
力

一
を
得
て
開
発
し
た
建
設
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
『

p
l
c
o
s』
。
シ
ス
テ

ム
の
企
画
・
設
計
な
ど
開
発
の
中
心

一
的
な
役
割
を
担
う
の
が
シ
ビ
ル
サ
イ

ト
の
佐
藤
敏
行
代
表
。
現
場
を
熟
知

す
る
国
土
交
通
省
O
Bだ
。
「
受
注

者
が
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
し
た

い
」
と
、
経
験
が
少
な
い
担
当
者
も

逐わ磁場

回

簡
単
に
施
工
管
理
で
き
る
ソ
フ
ト
を

目
指
し
た
。

ロ
グ
イ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
な
い
ロ
ー
カ
ル
環
境
で
作

業
を
行
う
場
合
と
、
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
作
業
す
る
2

種
類
の
選
択
が
可
能
だ
。
オ
フ
ラ
イ

ン
で
の
作
業
を
可
能
に
す
る
こ
と

で
、
受
注
者
は
懇
志
信
を
気
に
せ
ず
、

下
書
き
作
成
が
で
き
る
。

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン

し
た
場
合
で
も
、
フ
ァ
イ
ル
ア
ッ
ブ

ロ
ー
ド
時
で
は
、
受
注
者
の
内
部
の

み
で
閲
覧
可
能
な
「
仮
ア
ッ
ブ
ロ
ー

ド
」
と
、
発
注
者
が
閲
覧
す
る
「
本

ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド
」
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
「
仮
ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド
」
の
場

合
は
、
企
業
内
で
の
情
報
共
有
と
し

て
、
担
当
者
の
上
司
な
ど
が
記
載
に

間
違
い
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
な
ど
を
想
定
し
た
。
手
続
き
に

慣
れ
て
い
な
い
担
当
者
に
は
安
心
な

日
で
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

項
目
に
は
、
発
注

者
に
応
じ
た
、
手
続

き
に
関
係
す
る
特
記

仕
様
書
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
受
注
者

は
特
記
仕
様
書
を
毎

回
調
べ
る
こ
と
な

く
、
必
要
な
手
続
き

を
項
目
に
従
い
入
力

す
る
だ
け
で
よ
く
な

る。
作
業
は
基
本
的
に

ド
ラ
ッ
グ
ア
ン
ド
ド

ロ
ッ
プ
で
、
直
感
的

な
操
作
が
可
能
だ
。

ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
を

作
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
の
中
に
自
動
的

に
フ
ォ
ル
ダ
を
つ
く
り
、
仕
分
け
て

く
れ
る
機
能
も
備
わ
る
。
毎
月
提
出

が
必
要
な
施
工
時
の
工
事
履
行
報
告

書
の
作
成
な
ど
で
は
、
上
書
き
し
て

b
E

・'A盗事、弘、、

二

=sι
民
事
白
骨

F

、

「
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1
「
ド
炉
内
川
川

M

，，FJ'h
・

l
i
l
l
1
t
t
E
E
'
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，
h
H

ノ
d一

機
能
だ
。
実
際
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
着
工

時
と
施
工
時
、
完
成
時
の
シ
!
ト
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手
続
き
の
流
れ

を
チ
ャ
ー
ト
佑
し
た
ペ
ー
ジ
に
移

る
。
こ
れ
が
〆
l
ン
画
面
と
な
る
H

図。
着
工
時
の
場
合
は
、
入
札
・
見
積

執
行
か
ら
契
約
締
結
、
施
工
計
画
書

作
成
に
向
け
て
必
要
な
工
程
表
や
工

事
カ
ル
テ
の
作
成
登
録
、
現
場
代
理

人
等
届
け
な
ど
、
ま
た
施
工
時
は
、

施
工
管
理
で
求
め
ら
れ
る
出
来
高
数

量
総
括
表
、
工
程
、
品
質
、
出
来
高
、

写
真
な
ど
の
手
続
き
に
求
め
ら
れ
る
段
階
で
必
要
な
書
類
様
式
を
確
認
、

必
須
事
項
が
並
ぶ
。
必
要
な
作
業
が
作
成
で
き
る
。
手
続
き
が
完
了
し
た

時
系
列
的
に
配
さ
れ
、
一
回
で
分
か
項
目
は
色
が
変
わ
る
仕
組
み
と
な

る

の

が

特

徴

だ

。

り

、

受

注

者

は

も

ち

ろ

ん

、

そ

れ

を

項
目
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
そ
の
検
査
す
る
発
注
者
の
チ
ェ
ッ
ク
も
一

b
f降、司、
J
H
H
Z
w

・ロ
r会
A
A

、

民
斉
万
タ
句
、
約
型
オ
ーーー--A.

過
去
の
提
出
書
類
を
紛
失
す
る
心
配

も
な
く
な
る
。

佐
藤
代
表
が
「
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
は
施
工
管
理

支
援
を
し
た
い
」
と
言
う
よ
う
に
正

確
な
書
類
作
成
を
主
眼
に
置
い
て
い

る
。
「
作
業
は
よ
り
複
雑
化
し
て
お

り
、
正
確
な
施
工
管
理
が
工
事
成
績

ア
ッ
プ
の
近
道
だ
」
と
受
注
者
の
ニ

ー
ズ
に
も
手
応
え
を
持
つ
。
発
注
者

に
つ
い
て
は
「
仕
様
書
な
ど
が
頭
の

中
に
す
べ
て
入
っ
て
い
る
人
は
い
な

い
。
検
査
・
監
督
職
員
の
経
験
を
持

つ
自
分
に
は
彼
ら
の
苦
労
が
よ
く
分

か
る
」
と
言
う
。

本
工
事
で
の
活
用
は
ま
だ
な
く
、

現
在
は
受
注
者
の
み
の
利
用
で
試
行

し
て
い
る
。
受
注
者
か
ら
は
「
書
類

作
成
は
早
く
、
作
成
漏
れ
も
減
ら
せ

る
」
と
及
第
点
を
得
た
。
今
後
は
、

軽
微
な
パ
グ
を
な
く
し
、

2
0
1
3

年
度
早
期
の
活
用
を
目
指
し
て
い

る
。
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て

い
な
い
自
治
体
は
多
い
。
そ
う
い
っ

た
と
之
ろ
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
そ

う

だ

。

(

安

部

慎

太

郎

)

【建設ICT】

1.日経 2 朝日 3.毎日

4.読産 売 5.岐阜 6.中日
7 経 8.静岡 9.伊勢
訪中部経済 11建通 12日刊工業
建設通信 14.信濃毎日 15日本海事
16.建設工業
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